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第 6 章は摂津奥平野村の元禄 4 年山割帳の分析を通じて，不平等割当方法の特殊事例を明らか
にし，さらにその後の山割帳と比較して家持下人が独立して割山を取得するに至ったことを指摘
している。
第 7章は播州栗村の安永10年における入会地分割について大高持百姓と小百姓との間に異論が
あり，その争論の内容・経過・実施の過程をたどっている。これを要するに注目すべきは入会地
分割の動機が主として経済的な問題にあり，就中商品経済の村落への浸透が重要なかかわりをも
っていたことである。
第 8 章は芸州北部農村における幕末以降の山割について考究している。ここでは割山発生の動
機が入会草山の毛上を保護育成するにあること，不平等割が平等割へと段階的に変化する傾向が
あること，入会地が割山形態を経て個人所有地化すること等を史料の上で明瞭にあとづけている。
論文の審査結果の要旨
本論文が経済史研究上有する意義は，つぎのように要約することができる。
その第一は，これまで村落の共同体的な所有ないし所有関係のもとにある土地が村落内部でど
のような形態をもって利用されていたかということは，あまり明確にされていない。本論文は，
この問題の解明のために有力な鍵を提供している。
その第二ほ，本論文により耕地の場合具体的な史料の之しい個人的私的土地所有の成立過程の
ー断面を提示し，農業経済近代化の重要な局面を明らかにしていることにもとめられる。とくに
精敏な実証的史料操作とすぐれた論理的構成とをもって，上記の分野の研究を推進した意義は大
きく，本論文は経済学博士の学位を授与されるに十分値するものと認める。
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